
面 的 集 積 事 例 調 書

愛 知 県

１ 地区名：愛知県弥富市（旧十四山地区）

（事例の概要）

一集落一オペレ－タ－制の導入により、地区内の農地の７割を営農受託部会

（オペレ－タ－組織）を通じて各地域担当の担い手農家６戸へ作業委託すること

により３４５haの農地を面的に利用集積し、生産コストの低減を実現。

２ 地区の農業概要

① 農家戸数 504 戸（ うち専業 44戸、Ⅰ種兼業 26戸、Ⅱ種兼業 340戸 ）

② 耕地面積 455 ha（ 田 415 ha、畑 38 ha、樹園地 2 ha ）

③ 主要作目 水稲 300 ha、小麦 130 ha、大豆 84 ha 等

④ 担い手農家数 ６ 戸（うち認定農業者 ６ 戸 ）

⑤ 集積面積 345 ha 所有権 3 ha、利用権 68 ha、作業受託 274 ha）

うち面的集積面積 345 ha 所有権 3 ha、利用権 68 ha、作業受託274 ha）

３ 取組の特徴

① 経 緯

大規模な土地基盤整備及び用水のパイプライン化・排水施設の整備が実施されたこ

とを契機に集団栽培への取組が始まり、それが、一集落一オペレ－タ－制の導入へと

発展した。

現在では、地区全体で転作のブロックローテーションに取り組むに当たり、地区内

６戸の担い手による営農受託部会を組織し、この部会を通じて機械作業を受託するこ

とにより、省力化、低コスト化を図っている。

② 成 果

集落組織（委託者組織）と営農受託部会（オペレ－タ－組織）の連携に加え、地元

の農協（農地保有合理化法人）が農地保有合理化事業を活用して一元的に農地貸借や

作業委託の申込みを受付け、面的に調整した上で営農受託部会を通じて担い手に再配

分することにより農地の面的集積が実現し、全域の水田農業の生産性向上・優良農地

の維持を実現するとともに、農作業受委託の効率化を図り、担い手の育成確保と経営

安定に成果を上げている。

４ 今後の課題

現在は、畦畔の除草や水管理といった水田の管理作業は担い手農家が行っているが、

労働力の面でそれも限界に近付いており、今後も農地の引き受けや作業委託の依頼が

増加することが予測されることから、将来的には、管理作業を作業委託農家等に再委

託することを検討している。

また、減農薬・有機栽培によるブランド米の育成・販売等に取り組み、作業の効率

化は元より安定的な農業経営を行うことが課題である。






